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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 4,514 1.5 127 △28.3 125 △34.8 103 △13.4

2022年３月期第２四半期 4,449 5.7 178 96.3 191 98.0 119 126.0
(注) 包括利益 2023年３月期第２四半期 119百万円( 0.0％) 2022年３月期第２四半期 119百万円( 138.3％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 27.26 －

2022年３月期第２四半期 31.49 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 3,247 2,099 64.7

2022年３月期 3,239 2,018 62.3
(参考) 自己資本 2023年３月期第２四半期 2,099百万円 2022年３月期 2,018百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

2023年３月期 － 0.00

2023年３月期(予想) － 12.50 12.50

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,400 4.8 430 40.4 480 46.6 290 50.9 76.45
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期２Ｑ 4,200,000株 2022年３月期 4,200,000株

② 期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 406,761株 2022年３月期 406,761株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 3,793,239株 2022年３月期２Ｑ 3,793,242株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
なお、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、［添付資料］３ペー
ジ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、2022年３月にまん延防止等重点措置が全面解除により行動制

限が緩和されたことを受け、経済活動は徐々に正常化しつつありました。しかしながら、2022年７月以降、新型コ

ロナウイルス感染症の第７波の影響により、消費行動には自粛の動きがみられ、世界的な資源価格の高騰や国際情

勢の緊迫、円安の急進などもあり、先行き不透明な状況が続いております。

介護業界におきましても、消耗品価格、光熱費等の上昇などに加え、依然として人材を適時適切に確保すること

は非常に難しく、人件費及び採用コストの上昇が続いており、介護人材の採用と定着が大きな課題となっておりま

す。

また、当社においては、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、在宅介護サービス事業において、休業及びお

客様の利用休止や利用控えが継続しております。

このような状況の下、当社グループは「介護からエンゼルケアまで」の一貫したサービスを提供するための基盤

構築を図ってまいりました。

在宅介護サービス事業において、強固なドミナントエリア形成のため、2022年４月、東京都江東区に「デイサー

ビスセンター亀戸」「訪問入浴亀戸」を開設いたしました。８月には「訪問看護クレア」と「訪問看護クレア立

花」を統合のうえ「訪問看護亀戸」に名称変更しました。さらに、「居宅支援亀戸」を同事業所に移転し、東京都

城東エリアのドミナント強化に取り組みました。

なお、国内既存事業所数は、通所介護１事業所，訪問入浴１事業所を開設、訪問看護２事業所を１事業所に統合、

通所介護１事業所を閉鎖し、合計106事業所となりました。

海外事業におきましては、2022年３月から実施されていた中国上海市の都市封鎖が解除されたことに伴い、６月

より「上海福原護理服務有限公司」の事業を再開いたしました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,514百万円（前年同四半期比1.5％増）、営業利益は127百万

円（前年同四半期比28.3％減）、経常利益は125百万円（前年同四半期比34.8％減）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は103百万円（前年同四半期比13.4％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債、純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末より７百万円増加し、3,247百万円となりました。

（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、2,429百万円（前連結会計年度末2,354百万円）とな

り、75百万円増加しました。現金及び預金27百万円の増加、売掛金37百万円の増加、その他10百万円の増加が主

な要因であります。

（固定資産）

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、817百万円（前連結会計年度末885百万円）となり、

68百万円減少しました。建物(純額)が32百万円増加したものの、有形固定資産その他(純額)57百万円の減少、の

れん８百万円の減少、無形固定資産その他20百万円の減少が主な要因であります。

（流動負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、871百万円（前連結会計年度末926百万円）となり、

54百万円減少しました。未払法人税等が６百万円の増加したものの、１年内返済予定の長期借入金24百万円の減

少、その他48百万円の減少が主な要因であります。

（固定負債）

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、275百万円（前連結会計年度末295百万円）となり、

19百万円減少しました。長期借入金12百万円の減少が主な要因であります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、2,099百万円（前連結会計年度末2,018百万円）となり、

81百万円増加しました。配当金の支払いによる37百万円の減少、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上によ

る103百万円の増加が主な要因であります。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末に比較

して27百万円増加し、957百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、獲得した資金は、103百万円（前年同四半期は164百万円の獲得）となりました。これは、主に

税金等調整前四半期純利益185百万円、減価償却費65百万円、退職給付に係る負債の増加12百万円に対し、法人税

等の支払額72百万円によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、獲得した資金は、８百万円（前年同四半期は49百万円の使用）となりました。これは、主に有

形固定資産の取得による支出３百万円、敷金及び保証金の差入による支出５百万円に対し、保険積立金の解約によ

る収入13百万円によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動に使用した資金は、99百万円（前年同四半期は116百万円の使用）となりました。これは、長期借入金

の返済による支出37百万円、配当金の支払額37百万円、リース債務の返済による支出24百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年５月13日に公表いたしました2023年３月期の連結業績予想数値から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 930,352 957,961

売掛金 1,337,851 1,375,376

その他 86,673 96,932

貸倒引当金 △220 △292

流動資産合計 2,354,656 2,429,978

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 176,630 209,052

その他（純額） 201,877 143,978

有形固定資産合計 378,508 353,030

無形固定資産

のれん 38,798 30,448

その他 79,745 59,544

無形固定資産合計 118,544 89,993

投資その他の資産

敷金及び保証金 203,896 206,111

その他 185,482 168,116

貸倒引当金 △1,355 △216

投資その他の資産合計 388,023 374,011

固定資産合計 885,076 817,035

資産合計 3,239,733 3,247,013
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 133,133 137,956

1年内返済予定の長期借入金 62,522 37,526

未払費用 273,829 277,112

未払法人税等 106,833 113,740

賞与引当金 124,033 128,159

その他 225,784 177,398

流動負債合計 926,137 871,893

固定負債

長期借入金 12,530 -

退職給付に係る負債 179,329 192,135

その他 103,628 83,617

固定負債合計 295,487 275,753

負債合計 1,221,624 1,147,646

純資産の部

株主資本

資本金 205,125 205,125

資本剰余金 138,075 138,075

利益剰余金 1,833,190 1,898,666

自己株式 △148,231 △148,231

株主資本合計 2,028,158 2,093,634

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △10,050 5,732

その他の包括利益累計額合計 △10,050 5,732

純資産合計 2,018,108 2,099,367

負債純資産合計 3,239,733 3,247,013
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 4,449,208 4,514,571

売上原価 3,846,747 3,971,773

売上総利益 602,461 542,797

販売費及び一般管理費 424,146 415,003

営業利益 178,315 127,794

営業外収益

受取保険金 - 4,410

補助金収入 4,143 2,031

助成金収入 4,341 5,394

奨励金収入 3,715 -

為替差益 1,169 -

その他 1,671 2,317

営業外収益合計 15,040 14,154

営業外費用

支払利息 1,425 1,732

事業所閉鎖損失 - 1,259

為替差損 - 13,425

その他 170 516

営業外費用合計 1,595 16,934

経常利益 191,760 125,014

特別利益

受取和解金 - 61,428

特別利益合計 - 61,428

特別損失

固定資産除却損 0 616

特別損失合計 0 616

税金等調整前四半期純利益 191,760 185,826

法人税等 72,308 82,418

四半期純利益 119,452 103,408

親会社株主に帰属する四半期純利益 119,452 103,408
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 119,452 103,408

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △320 15,782

その他の包括利益合計 △320 15,782

四半期包括利益 119,132 119,191

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 119,132 119,191
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 191,760 185,826

減価償却費 61,015 65,932

のれん償却額 8,349 8,349

受取和解金 - △61,428

受取保険金 - △4,410

補助金収入 △4,143 △2,031

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9 △1,067

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,813 4,125

事業所閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △3,376 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 9,646 12,806

受取利息及び受取配当金 △68 △76

支払利息 1,425 1,732

売上債権の増減額（△は増加） △12,713 △36,973

棚卸資産の増減額（△は増加） 3,362 514

その他の資産の増減額（△は増加） 8,923 △10,583

仕入債務の増減額（△は減少） △12,084 4,822

固定資産除却損 0 616

未払金の増減額（△は減少） △12,291 △1,468

未払費用の増減額（△は減少） 12,182 3,282

未払消費税等の増減額（△は減少） 10,131 △9,079

その他の負債の増減額（△は減少） △8,052 △50,269

小計 256,871 110,620

利息及び配当金の受取額 68 76

利息の支払額 △1,423 △1,731

和解金の受取額 - 61,428

保険金の受取額 - 4,410

補助金の受取額 4,143 2,031

法人税等の支払額 △95,364 △72,842

営業活動によるキャッシュ・フロー 164,295 103,993
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △34,621 △3,358

無形固定資産の取得による支出 △4,531 -

敷金及び保証金の差入による支出 △10,610 △5,350

敷金及び保証金の回収による収入 3,913 3,201

長期前払費用の取得による支出 △3,857 △1,924

保険積立金の解約による収入 - 13,614

その他 △1 2,237

投資活動によるキャッシュ・フロー △49,708 8,418

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △62,522 △37,526

自己株式の取得による支出 △34 -

配当金の支払額 △30,713 △37,805

リース債務の返済による支出 △22,782 △24,620

財務活動によるキャッシュ・フロー △116,052 △99,951

現金及び現金同等物に係る換算差額 △822 15,148

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,287 27,609

現金及び現金同等物の期首残高 969,079 930,352

現金及び現金同等物の四半期末残高 966,791 957,961
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用につきましては、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項

に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する

こととしております。

なお、当該会計基準適用指針の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

(表示方法の変更)

(連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他の資産の増減額」に含めておりま

した「補助金収入」及び小計欄以下の「補助金の受取額」は、重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記

することとしております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組み替えを行

っております。

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」

の「その他の資産の増減額」に表示していた8,923千円は、「補助金収入」△4,143千円及び小計欄以下の「補助金

の受取額」4,143千円として組み替えております。

　


